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ⅠⅠⅠⅠ    はじめにはじめにはじめにはじめに 

戦後，日本政府は食糧増産を目的に開拓事

業を行い，国営干拓地が全国各地（388 箇所）

に造成された１）．そのうち 19 箇所では 10 戸

以上の入植農家が現地で生活を営んでいる．

こうした定住型干拓地において持続的かつ効

率的に農業生産活動を行うには，農業生産に

関する技術･経営的側面のみならず，入植者が

安全･快適に暮らせる生活的側面からの実態

把握と問題解決が不可欠であると考えられる． 
筆者らは，戦後から続く農業政策の転換及

び技術革新の影響･効果を受けながらも，定住

型干拓地における入植者の農業生産と暮らし

を支えてきたと考えられる自治組織に着目し

た．本研究では，各自治組織の①実態把握，

②機能評価と類型化，及び③変遷プロセスと

その要因を解明することを目的とする． 
  

ⅡⅡⅡⅡ    研究研究研究研究方法方法方法方法 
 研究対象地は，近代的な農村社会を目指し

て全国から入植者を募り，国営干拓農地

（10ha/戸）での生産と生活環境が一体的に整

備された秋田県八郎潟干拓地（以下，大潟村）

を選定した．大潟村は秋田県の北西部に位置

し，1964 年の八郎潟干拓によって誕生した．

現在 17,000ha の干拓地に約 3,300 人（約 1,070
世帯）が暮らしている．  
 調査方法は，目的①と②は行政担

当者及び現在の各自治組織会員

（1~3 名） へのヒアリング調査，及

び文献調査（統計資料や要覧，各自

治組織が発行した記念誌，総会資料）

を行った．これらのデータを用いて

数量化Ⅲ類により自治組織の類型化

を行った．目的③については，文献

調査（農政史及び村史２）），及び各自治組織の

元会員へのヒアリング調査を行い分析した．  
 
ⅢⅢⅢⅢ    自治組織自治組織自治組織自治組織のののの実態把握実態把握実態把握実態把握とととと機能評価機能評価機能評価機能評価・・・・類型化類型化類型化類型化 
1    自治組織自治組織自治組織自治組織のののの実態把握実態把握実態把握実態把握 

大潟村には｢フォーマルな組織（自治会と自

治組織）｣と「インフォーマルな組織（娯楽・

趣味などの繋がり）」を合わせて 86 の組織が

あることが明らかとなった．本研究では，フ

ォーマルな自治組織である青年会，農業近代

化ゼミナール（以下，農近ゼミ），婦人会，若

妻会，老人会，耕心会，壮悠会の 7 組織を分

析対象とし，実態把握（会員属性や活動内容

等）を行った．その結果を表 1 に示す．  
2    自治組織自治組織自治組織自治組織のののの機能評価機能評価機能評価機能評価 

表  のデータに基づき，７つの自治組織が

担う機能を図式化した（図 1）．機能は次のよ

うに大きく 3 つに区分できる．①村民全体の

交流環境の形成を図るため，祭りなどイベン

トの運営・賛助を行う．これにより村民同士

及び組織内で強まった結束力に基づき，②住

みやすい生活環境づくりのために生活（育児，

介護等）・生産（営農）に関する学習を行い，

実際の活動（ボランティア等）により学習成

果を具現化する．さらにこれらの学習・活動

を今後発展させるため，③他自治体との交流
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



会に参加し活動などについて情報交換を行う． 
3    自治組織自治組織自治組織自治組織のののの類型化類型化類型化類型化 

表 1 のデータを基に数量化Ⅲ類による類型

化を行った（1~3 軸，累積寄与率 66.8%）．第

1 軸は「問題点（現在－将来について）」，第 2
軸は「活動内容数（多－少）」，第 3 軸は「活

動内容（生活－生産）」と解釈できた． 
これを用いて自治組織の類型化を行うと，

「青年会」，「農近ゼミ・婦人会・若妻会」，「老

人会・耕心会」，「壮悠会」，に分類できた．こ

の分類は活動内容や抱える問題点も考慮した

ものであり，単に会員属性のみで区分した場

合とは異なり，組織自体の村内での役割の類

似性も反映したものとなった． 

ⅣⅣⅣⅣ    村内自治組織村内自治組織村内自治組織村内自治組織のののの変遷変遷変遷変遷とそのとそのとそのとその要因要因要因要因 

各自治組織の変遷過程を図 2 に示す．第 1
次入植（’67）が行われた直後に生産調整が開

始され，それ以降の村内農家の経営形態は転

作順守派と過剰作付派に分かれた．しかし，

これによる自治組織の変遷への影響はなかっ

た．以下，各自治組織の変遷要因を解明する． 
1    青年会青年会青年会青年会････農近農近農近農近ゼミゼミゼミゼミ 

生活に関する活動を中心に行う青年会は

1969 年に結成された．また 1987 年には，入

植 2 世を対象に営農学習を目的とした農近ゼ

ミが結成された．農近ゼミ発足当初は両組織

の掛け持ち会員がいたが，1990 年に農近ゼミ

に「ひまわりロード整備事業」が加わったた

め，掛け持ち会員が農近ゼミに流出した．  
現在は両組織とも会員数が減少傾向にある

が，これは入植 1 世と異なり，幼い頃からの

地縁が形成され，自治組織への加入の必要性

が薄れたことが要因といえる．これに伴い，

両組織とも活動規模も縮小傾向にある． 
2    他他他他のののの自自自自治組織治組織治組織治組織 

婦人会は 1969 年に結成し，1984 年には若

妻会が独立した．この要因は，入植 2 世の結

婚による婦人会会員の大幅増加を受けて，入

植 2 世世代が若妻会として独立したからであ

る．現在は青年会・農近ゼミと同様に，会員

数が減少傾向にあり，活動も縮小傾向にある． 
老人会は 1968 年に親睦と生活に関する活

動を目的として結成された．また 1990 年頃か

らは，リタイアした入植 1 世が新たな生産活

動（花植えや椎茸栽培等）の機会として耕心

会（92）を結成した．現在は両組織とも入植

1 世が活動主体となっており，活動規模は拡

大傾向にある．なお，ボランティア活動（福

祉施設訪問や読み聞かせ等）を行っている壮

悠会は，活動を維持していくため，耕心会と

の合併を検討していることが明らかとなった． 
 
ⅤⅤⅤⅤ    まとめまとめまとめまとめ 

本研究では八郎潟干拓地における自治組織

の実態把握，機能評価と類型化，及び変遷プ

ロセスとその要因の解明を行った． 
これにより各自治組織は村の生産及び生活

を支える上での多様な役割を果たしているこ

とが明らかとなった．しかし，自治組織の持

続性には不安が残るため，今後は大潟村での

自治組織の再編モデルを検討したい． 
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